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取扱説明書
タイプ8741 Ethernet/アナログ通信 

1	 取扱説明書
取扱説明書は本製品のライフサイクル全体について説明しています。
本説明書はすべてのユーザーの手の届く所に保管し、また、本製品の
新しい所有者が利用できるようにしておいてください。

安全に関する重要な情報！
本取扱説明書をよくお読みください。章3 基本的な安全注意事項
および2 規定通りの使用に特に注意してください。
	▶ 取扱説明書を読み、理解している必要があります。

1.1	 用語定義
	• この説明書で使用されている「製品」という用語は、常にMFM/
MFCタイプ8741 ETHERNETまたはタイプ8741 アナログ通信を表
しています。
	• 取扱説明書の「産業用Ethernet」という用語は、フィールドバスプロ
トコルであるPROFINET、EtherNet/IP、EtherCAT、またはModbus 
TCPを介して通信する製品を指します。

1.2	 使用したアイコン
本説明書では、次の表記を使用します。

危険

直接的危険性についての警告！
	▶ 遵守しない場合、死亡または重傷を負う可能性があります。

警告

危険な状況に陥る可能性についての警告！
	▶ 遵守しない場合、重傷を負う、または死亡する可能性があり
ます。

注意

潜在的危険性についての警告！
	▶ 遵守しない場合、軽症または中程度の負傷につながるおそれが
あります。

注記！

物的損害についての警告！

重要なヒントと推奨事項。

取扱説明書あるいは他の文書の情報の参照指示です。

	▶ 危険回避のための指示を示します。
	→ 実施すべき作業手順を示します。

 結果を示します。
メニュー ユーザーインターフェースのテキストを示します。

日本語
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規定通りの使用
タイプ8741 Ethernet/アナログ通信 

2	 規定通りの使用
製品を適切に使用しない場合、人、周囲のシステムおよび環境に危
険が及ぶ可能性があります。
MFMタイプ8741は、純粋な乾燥ガスの質量流量の測定専用です。
MFСタイプ8741は、純粋な乾燥ガスの質量流量の制御専用です。
	▶ 使用に際しては、契約書類、取扱説明書、銘板、較正プレートに
記載されている許容データ、動作条件、使用条件を遵守してくだ
さい。

製品は 
	▶ 銘板および較正プロトコルで指定された流体にのみご使用くだ
さい。
	▶ 屋内でのみご使用ください。
	▶ 海抜2,000 mまでしか使用できません。
	▶ Bürkertが推奨する、もしくは認可する場合にのみ、他社の装置や
コンポーネントと組み合わせて使用してください。
	▶ 慎重に使用し、専門家による定期的なメンテナンスを行ってく
ださい。
	▶ 必ず欠陥のない状態で使用し、保管、輸送、設置、操作は適切に
行ってください。
	▶ 必ず適切に使用してください。

3	 基本的な安全注意事項
この安全注意事項は、製品の取付、使用、およびメンテナンス中に発
生する予期せぬケースや事象を考慮したものではありません。
運営会社は、従業員の安全を含め、現地の安全規制を遵守する責任
があります。

システム/製品における高い圧力による怪我の危険！
	▶ システムまたは製品での作業に先立ち、圧力を抜き、配管のエ
ア抜き/排出を行ってください。

感電による負傷の危険。
	▶ システムまたは製品での作業に先立ち、電圧のスイッチを切り、
再度オンにならないようロックします。
	▶ 現行の電気製品に関する事故防止・安全規則を遵守してくださ
い！

高温の製品表面による火傷/火災の危険！
	▶ 表面に素手で触れないでください。
	▶ 製品に触れるときは、安全手袋を着用してください。
	▶ 装置を引火性のある雰囲気や物質、液体から十分に離してくだ
さい。

流体排出による危険！
	▶ 現行の使用する動作流体に関する事故防止・安全規則に留意
します。

日本語
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基本的な安全注意事項
タイプ8741 Ethernet/アナログ通信 

	▶ 製品の動作圧力は、較正プレートに指定されている最大較正圧
力（MFM）または比例バルブ（MFC）の密閉圧力を超えないよう
にしてください。

	▶ 製品は、較正プロトコルで動作流体として指定されている流体
にのみご使用ください。

	▶ 洗浄や汚染除去には、製品の素材が耐性を持つ薬剤のみをご
使用ください。関連する情報の一覧は、当社のスタートページ
（country.burkert.com）をご覧ください。	
ご不明な点は、現地の営業所までお問い合せください。

	▶ 製品を改造したり、製品に機械的なストレスを与えないでくだ
さい。

	▶ システム/製品を不意に操作することのないよう保護してくだ
さい。

	▶ 訓練済み専門技術者のみが設置及びメンテナンス作業を行うこ
とができます。

	▶ 電気および液体供給が遮断された後はプロセスの再始動を制
御してください。

	▶ 各業界の一般的なルールを遵守してください。

注記！

静電気による危険がある部品/アセンブリ！
製品には帯電した静電気（ESD）に過敏な電子部品が含まれていま
す。静電気を帯びた人員や物品との接触はこれらの部品の損傷に
つながります。最悪の場合は、部品が直ちに破壊されたり、コミッシ
ョニング後に故障したりします。
	• 急激な静電気の放電による損傷を避ける、あるいは最小限にす
るために、EN 61340-5-1による要求事項に留意してください！
	• 電子部品を電源電圧時に接触させないでください。

日本語
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一般注意事項
タイプ8741 Ethernet/アナログ通信 

4	 一般注意事項

4.1	 メーカー名、メーカー住所および各国の連絡先
メーカー名は、製品のカバーとハウジングに挿入文字として表示さ
れます。
製品のメーカーとして、以下の法人にご連絡いただけます。

ビュルケルトジャパン株式会社
〒112-0005 東京都文京区水道1丁目
白鳥橋三笠ビル

当社の国外の所在地は、当社ウェブサイト（country.burkert.com） を
ご参照ください。

4.2	 保証
保証の対象となるのは、取扱説明書に記載されている動作条件に準
拠して製品を使用した場合です。

4.3	 ウェブサイトで閲覧できる情報
タイプ8741についての取扱説明書とデータシートは当社ウェブサイト
（https://www.burkert.jp/jp）をご参照ください。

5	 説明

5.1	 構造 MFM

5

69
8

7

1
2

3

4

1.	 Ethernetタイプのみ：3ピン脱着型端子台、製品に付属

2.	 電気接続：
	- 2x RJ-45ソケット（Ethernetタイプ）のいずれか
	- またはD-Sub-DE9プラグ（アナログ通信バリアント）
	- または脱着型6ピン端子台（アナログタイプ）、製品に付属

日本語
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説明
タイプ8741 Ethernet/アナログ通信 

3.	 流体接続部
4.	 機能アース接続用のM4ねじ
5.	 流量方向
6.	 製品ステータスLED（NAMUR NE 107に準拠）
7.	 通信LED（Ethernetタイプ）
8.	 büSインターフェース（カスタマーサービスのみ）
9.	 コンフィギュレーションメモリ用スロット
挿図 1：	 説明 MFMタイプ8741

5.2	 構造 MFC

5

9
8

2

3

4

6

1

7

1.	 Ethernetタイプのみ：3ピン脱着型端子台、製品に付属
2.	 電気接続：
	- 2x RJ-45ソケット（Ethernetタイプ）のいずれか
	- またはD-Sub-DE9プラグ（アナログ通信バリアント）
	- または脱着型6ピン端子台（アナログタイプ）、製品に付属

3.	 流体接続部
4.	 機能アース接続用のM4ねじ
5.	 流量方向
6.	 製品ステータスLED（NAMUR NE 107に準拠）
7.	 通信LED（Ethernetタイプ）
8.	 büSインターフェース（カスタマーサービスのみ）
9.	 コンフィギュレーションメモリ用スロット
挿図 2：	 説明 MFCタイプ8741

日本語
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5.3	 製品の状態を示すLED
製品の状態を表示するために、製品にはカラーとステータスが変化するLEDが搭載されています。
複数の製品の状態が同時に存在する場合は、最も優先度の高い製品の状態が表示されます。

NE 107に基づ
く表示

カラーコード
（PLC用）

説明 意味

赤 5 故障、エラーまたは
障害

製品またはその周辺の故障により、測定値（MFMの場合）が無効になったり、制御モード（MFCの場
合）ができません。

オレンジ 4 機能チェック 本製品で作業を行っているため、測定値（MFMの場合）や制御モード（MFCの場合）が一時的に無効
になります。

黄 3 仕様外 製品の環境条件またはプロセス条件が指定範囲外です。
製品の内部診断は、製品またはプロセスプロパティの問題を示します。

青 2 メンテナンスが必要 製品はまだ測定モード（MFMの場合）または制御モード（MFCの場合）になっています。ただし、1つ
の機能が短時間で制限されます。
必要なメンテナンス作業を行います。

緑 1 診断がアクティブ イベントは生成されませんでした。ステータスの変更は色で表示されます。
メッセージは、必要に応じて接続されたフィールドバスを介して送信されます。

白 0 診断が非アクティブ 製品がオンになっています。
ステータスの状態は表示されません。
メッセージはメッセージリストにリストされていないか、または接続されているフィールドバス経由
で送信されます。

表 1：	 製品の状態LEDの説明

LEDが点滅すると、製品とPCソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」の間に接続が確立されています。

表示される製品の状態の詳細については、第35ページの11.1 製品状態の表示章を参照

日本語
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説明
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5.4	 Ethernetネットワークへの接続用LED
産業用Ethernet製品には、RJ-45コネクタごとに、ネットワークへの接
続ステータスを表示する2つのLEDがあります。

Link/Act LED（緑） Link LED（黄）

挿図 3：	 RJ-45コネクタのLEDの位置と説明

Link/Act LED 意味
オン、素早く点滅 上位のプロトコルレイヤとの接続が確立されます。デ

ータが転送されます。

オン、ゆっくりと
点滅

プロトコルレイヤへの接続がありません。
製品が再起動してから約20秒後に発生します。

色なし ネットワークに接続されていません。

表 2：	 Link/Act LEDの説明

Link LED 意味
オン ネットワークへの接続が確立済みです。

色なし ネットワークに接続されていません。

表 3：	 Link LEDの説明

5.5	 通信LED（Ethernetタイプ）
産業用Ethernet製品には、製品とPLC（内蔵プログラマブルコントロ
ーラ）間の通信状態を示すLEDが搭載されています。

通信LED 説明 意味
緑 RUN PLCへの接続が確立されています。

赤 エラー PLCへの接続は非アクティブです。
表 4：	 Ethernetタイプの通信LEDについての説明

5.6	 büSサービスインターフェースおよびPCソフトウェ
ア「Bürkertコミュニケーター」

büSサービスインターフェースは、短期的なサービスとして利用する
ことができます。
büSサービスインターフェースとWindows上で動作するソフトウェア
「Bürkertコミュニケーター」を使用するには、アクセサリとして提供
されているbüSスティックセットが必要です（12.1 電気アクセサリを
参照）。

挿図 4：	 製品の対応する接続部に挿入されたbüSスティック

日本語
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ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」タイプ8920により、以下のこと
が可能になります。
	• コミッショニングのための基本設定など、製品パラメータの設定、
	• エラーメモリの読み取りなどの診断の実行、
	• ソフトウェアの更新、
	• ユーザー定義の検量線の調整。

5.7	 交換可能なコンフィギュレーションメモリ
注記！

コンフィギュレーションメモリに欠陥がある場合は、Bürkert営業
所から新しいコンフィギュレーションメモリを調達してください。	
第12.1 電気アクセサリ章および第10.3 コンフィギュレーションメ
モリの交換章を参照。
製品には、製品固有のデータを格納した交換可能なコンフィギュレー
ションメモリが搭載されています。
出荷時には、コンフィギュレーションメモリが製品に差し込まれてい
ます。
コンフィギュレーションメモリを介して、同じID番号の製品の固有デー
タを交換することができます。たとえば、不具合のある製品のデータを
新しい製品に転送する場合などです。
たとえば、製品のボーレート、アドレス、および/または測定ポイントの
名称は、コンフィギュレーションメモリに保存されています。
製品の起動時に挿入されたコンフィギュレーションメモリに製品固有
のデータがある場合は、製品がこのデータを引き継ぎます。ただし、コ
ンフィギュレーションメモリーに製品固有のデータがない場合は、製
品が独自にデータを保存します。

保存されているデータのリストは、EDSファイルのヘルプ
（country.burkert.comからダウンロード）に記載されてい
ます。

5.8	 MFC（質量流量コントローラ）のしくみ

w

xout

y

x

xd = w - x

エレクトロニ
クス

センサー 比例バルブ

流
体
入
口

流
体
出
口

w = 質量流量の基準値
x = 質量流量の実際値
y = 比例バルブの基準位置
挿図 5：	 MFC（マスフローコントローラ）の機能図

日本語
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テクニカルデータ
タイプ8741 Ethernet/アナログ通信 

5.9	 MFCの比例バルブ
MFCで使用される比例バルブは、直動式の無電流接続電磁バルブ
です。

注記！

比例バルブの密閉機能は、ハードシール材では保証されません。
指定された圧力範囲内で使用されると、質量流量を調整するMFC
で使用される比例バルブも密閉機能を実行します。
例外：	
バルブサイズ0.05 mmや0.1 mmのように、弁座シールが特殊なハ
ードシール材（PCTFEなど）で作られている場合、比例バルブのリ
ーク率は、ソフト弁座シール（FKMやEPDMなど）を持つ製品と比較
して異なる場合があります。	
いずれの場合も、リーク率は最大1 Nml/分（エア）です。	
ご要望に応じて、より高いレベルの密度が可能です。

電磁バルブの呼び径は、必要な公称流量Qnom、プロセスの圧力条件、
動作流体の密度によって異なります。
	→ アプリケーションに応じて適切な呼び径を選択するには、データ
シートタイプ8741を参照してください。

6	 テクニカルデータ

6.1	 適合性
製品は、EU適合宣言書に従い、EU指令に準拠しています（該当する
場合）。

6.2	 基準
指令への適合性を証明するために適用される基準は、EU型の検査
証明書および/あるいはEU適合宣言書で確認することができます（
該当する場合）。

6.3	 動作条件
警告

屋外使用での誤動作による負傷の危険！
	▶ 屋外での使用は避けてください。

警告

圧力および流体の漏れによる負傷の危険！

重要な製品固有のデータは、銘板と較正プレートに表示されてい
ます。

	▶ 製品は、指定された動作流体にのみ使用してください。
	▶ 指定された較正圧力を超えないようにしてください。

日本語
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周囲温度 -10 °C～+50 °C 1）

媒体温度 • -10 °C～+70 °C
• 酸素の場合は–10 °C～+60 °C

周囲湿度 < 95%、結露なきこと
保護等級： IP20 2）

動作圧力 最大10 bar（比例弁の呼び径による）
挿図 6：	 製品の動作条件

1）	Ethernetタイプのみ：最高温度は、2つの製品間の距離によって異なりま
す。2つの製品間の距離が30 mm未満の場合は、Bürkertにお問い合わせく
ださい。
2）	保護クラスIP20はUL 61010に準拠して評価されていませんが、Bürkertに
よってテストされています。

6.4	 機械データ
寸法、重量：製品のデータシートを参照

基本ブロック： アルミニウムまたはスチール鋼 
1.4305

ハウジング

• Ethernetタイプ

• アナログ通信タイプ

• ポリカーボネート（PC）とアル
ミニウム

• ポリカーボネート（PC）
シール材 銘板を参照
比例バルブのその他の接
液部

1.4310、1.4113、1.4305

表 5：	 製品の素材

6.5	 流体データ

較正流体 動作流体またはエア
N2を基準とする質量流
量範囲（IN/min）

• 0.025～160（測定スパン 1：50）
• 0.01～160（測定スパン1：20）

測定精度 測定値の±0.8% 3）

最終値の±0.3% 3）

（1分間のウォームアップ後）
測定スパン/制御範囲 1：50*	

* ご要望に応じてより広い測定範囲が可
能です。	
再現性：最終値の±0.1%

動作流体 銘板を参照
品質 清潔で乾燥しています。DIN ISO 8573-1に

準拠した品質クラス。下記参照。
3）	動作流体が較正流体と異なる場合、実際の測定精度がデータシートで指
定された値と異なる場合があります。天然ガスが動作流体として使用される
場合、測定精度は天然ガスの組成に依存し、産地や季節によっても変化する
可能性があります。

日本語
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要求される測定または制御の精度、および安全要件を満たすため
に、ガスまたはガス混合物は、ISO 8573-1規格（圧縮空気—第1部：
不純物および清浄度クラス）に従って、以下の品質基準を満たす必
要があります。
粒子の最大サイズ：	 	 	 クラス 2：	 1 μm
粒子の最大密度：		 	 	 クラス 2：	 1 mg/m³ 
圧力下の最大露点：	 	 	 クラス 4：	 3 °C
最大油分量	 	 	 	 	 クラス 1：	 0.01 mg/m³
詳細については、ISO 8573-1を参照。
その他の危険なガスは、ご要望に応じてご利用いただけます。通常の
動作条件ではガスを放出しません。

6.5.1	 圧力損失図（MFM）
質量流量メータの圧力低下は、流量、ライン接続径、動作ガスの密度
に依存します。圧力損失は、以下の図を使用して決定できます。
この図は通気時の圧力損失の例を示しています。
図の2つの圧縮空気曲線は、以下の設計の例です。
	• ¼インチのライン接続部、
	• 製品下側のフランジ接続（ブロックマウントに適しています）。
例：55 Nl/minの流量で1/4"ライン接続部の場合、 pエアの圧力損失
は20 mbarとなります（挿図 7に記載）。
エア以外の動作ガスの場合、圧力低下は以下のように決定できま
す。
1.	 図の圧力損失 p空気を読み取ります（アプローチ Qガス = Qエア）。
2.	 以下の式を使用して、圧力損失 pガスを計算します。

ρ
ρエア
エア

ルートの下には、DIN 1343に準拠した標準状態
（PN = 1013.25 mbar、TN = 273.15 K）での動作ガスとエアの密度が
表示されています。
アルゴンガスの例：	
55 Nl/minの流量で1/4"ライン接続部の場合の圧力損失：

アルゴン
= 20 mbar

1,784

1,294 = 27.6 mbar

日本語



16

テクニカルデータ
タイプ8741 Ethernet/アナログ通信 

0.00
10.00
20.00
30.00
40.00
50.00
60.00
70.00
80.00
90.00
100.00
110.00
120.00
130.00
140.00
150.00
160.00
170.00

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 120 140 160
Q [Nl/min]

∆p [mbar]

フ
ラ
ン
ジ

1/4"

55 Nl/minの流量のエアの圧
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挿図 7：	 圧力損失図 MFM、エアに関連

6.6	 電気データ Ethernetタイプ
動作電圧 •	 MFC：24 V DC ± 10%、残留リップル < 2%

•	 MFM：24 V DC ±10%
最大消費電力 製品の銘板またはタイプ 8741/8742/8746の

取扱説明書の補足としてwww.burkert.comを
参照してください。

フィールドバスイ
ンターフェース

PROFINET、EtherNet/IP、EtherCAT、Modbus 
TCP

LED 	• 1 LED（NAMUR NE 107*に対応）
	• 1つの通信LED
	• 2 Link/Act LED（緑）
	• 2 Link LED（黄色）

電気接続 	• 3ピン端子台、3.5 mmピッチ
	• 2 RJ-45ソケット
	• büSサービスインターフェース

*	 �NAMUR推奨（NE）107：フィールド装置の自己監視と診断。	
�測定および制御技術の標準化ワーキンググループ（NAMUR）は、プロセ
ス産業の自動化技術を利用するユーザーを対象とした国際的な協会です。

日本語
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6.7	 電気データ アナログ通信タイプ

動作電圧 	• MFC：24 V DC ± 10%	
（15 V DC ±10%はお問合せください）、	
残留リップル <2%
	• MFM：24 V DC ± 10%	
（15 V DC ±10%はお問合せください）

最大消費電力 製品の銘板またはタイプ 8741/8742/8746
の取扱説明書の補足として
www.burkert.comを参照してください。

基準値 アナログ通信
入力

	• 0/4～20 mA

	

	• 最大入力インピーダンス：200 W	
分解能：5 µA

	• 0～5/10 V 	• 最小入力インピーダンス：20 kW	
分解能：2.5 mV

基準値 アナログ通信
入力

	• 0/4～20 mA

	

	• 最大ループインピーダンス：動作電圧
が24 V DCの場合は600 W（動作電圧が
15 V DCの場合は200 W）、	
分解能：20 µA

	• 0～5/10 V 	• 最大電流：20 mA	
分解能：10 mV

デジタル入力	

	• 0～0.2 V

D-sub-DE-9プラグを備えたアナログ通信
タイプのみ

	• レベル 1をアクティブ化する
	• 1～4 Vまたは開 	• レベル 2をアクティブ化する
	• 5～28 V 	• レベル 3をアクティブ化する
リレー出力 D-sub-DE-9プラグを備えたアナログ通信

タイプのみ

リレー — 通常閉接点（オープナー）、無
電圧

LED 1 LED（NAMUR NE 107*に準拠）
電気接続 	• D-sub-DE-9プラグまたは5.0 mmピッチ

の6ピン端子台
	• büSサービスインターフェース

*	 �NAMUR推奨（NE）107：フィールド装置の自己監視と診断。	
�測定および制御技術の標準化ワーキンググループ（NAMUR）は、プロセ
ス産業の自動化技術を利用するユーザーを対象とした国際的な協会です。

日本語
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6.8	 ラベル
警告

圧力および流体の漏れによる負傷の危険！
重要な製品固有のデータは、銘板と較正プレートに表示されてい
ます。
	▶ 製品は、指定された動作流体にのみ使用してください。
	▶ 指定された較正圧力を超えないようにしてください。

6.8.1	 較正プレート

5

4
3
2
1

6

Mass Flow Controller
Medium 1                Medium 2
P1: 1,00 barg          P1: 1,00 barg
Mounting: horizontal upright

Id: 00******

QC passed: __ . __ . ____

1.	 製品のタイプ
2.	 較正流体
3.	 較正圧力
4.	 設置位置
5.	 製品の注文番号
6.	 較正日
挿図 8：	 較正プレートの説明

6.8.2	 標準銘板

8741  24V ...   11W [7,5W]
IP20 NEC Class 2 only
5,0   Nl/min   Air
10,0 Nl/min   Air
Profinet 10/100Mbit/s
GR:1  KL:A   Ta=-10°C..+50°C
S/N 1000   W41ME  PS=100barg  EPDM
00******

1 2 3

4

5
6

7810

11

9

12
13
14
15
16

1.	 製品のタイプ
2.	 供給電圧、直流電流
3.	 UL 61010-1 に準拠した消費電力［標準消費電力 1）］
4.	 警告記号：製品に付属の取扱説明書を参照してください。
5.	 周囲温度
6.	 シール材
7.	 破裂圧力
8.	 製造コード
9.	 DVGWに基づくバルブクラス 2）

10.	製品の注文番号

1）条件：23 °Cの周囲温度、100%の公称流量、30分の制御モード
2） DVGW = ドイツガス水道技術協会

日本語



19

テクニカルデータ
タイプ8741 Ethernet/アナログ通信 

11.	シリアル番号
12.	製品のカテゴリー
13.	通信インターフェース（Ethernetタイプ）または入力および出力
（アナログ通信タイプ）

14.	公称流量（Qnom）、ユニットおよび動作流体 ガス 2
15.	公称流量（Qnom）、ユニットおよび動作流体 ガス 1
16.	保護等級
挿図 9：	 定格銘板の説明（例）

6.8.3	 追加のラベル
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適合性マーク

認可

挿図 10：	 適合性と認可の説明

製品の古いマークの説明について
は、country.burkert.comの補足説明書を参照してください。

DC-B0-58-FF-FF-FF

挿図 11：	 Ethernetタイプ：MACアドレスの指定（例）

ETH 2

ETH 1

挿図 12：	 Ethernetタイプ：Ethernetポートの指定

6.9	 通信インターフェース：産業用Ethernet

その他のサポートされている
機能

DCP、VLANプライオリティタギン
グ、Shared Device

伝送速度 100 MBit/s
データトランスポート層 Ethernet II、IEEE 802.3
IRT サポートなし
MRP MRPクライアント（サポートあり）
最小サイクル時間 1ミリ秒
（AR）Application Relations 最大で2つのIO-AR、1つのスー

パーバイザーARおよび1つの
スーパーバイザーDA ARの同
時処理

PROFINET IO 仕様 V2.3
トポロジー検出 LLDP、SNMP V1、MIB2、Physical 

Device Record オブジェクト
表 6：	 PROFINETデータ

日本語

https://country.burkert.com/


20

設置
タイプ8741 Ethernet/アナログ通信 

Address Conflict 
Detection（ACD）

サポートあり

DHCP サポートあり
BOOTP サポートあり
CIPリセットサービス IDオブジェクトにはタイプ0と1
伝送速度 10および100 MBit/s
二重モード 半二重、全二重、自動ネゴシエーション
データトランスポート層 Ethernet II、IEEE 802.3
DLR（リングトポロジー） サポートあり
MDIモード MDI、MDI-X、Auto-MDIX
定義済みの標準オブジ
ェクト

	• アイデンティティ（0x01）
	• メッセージルータ（0x02）
	• ケーブルの取り回し（0x04）
	• コネクションマネージャ（0x06）
	• DLR（0x47）
	• QoS（0x48）
	• TCP/IPインターフェース（0xF5）
	• EtherNetリンク（0xF6）

表 7：	 EtherNet/IPデータ

伝送速度 10および100 MBit/s
データトランスポート層 Ethernet II、IEEE 802.3
Modbus機能コード 1、2、3、4、6、15、16、23
モード メッセージモード：サーバー
表 8：	 Modbus TCPデータ

7	 設置

7.1	 安全注意事項

危険

システム/製品における高い圧力による怪我の危険！
	▶ システムまたは製品での作業に先立ち、圧力を抜き、配管のエ
ア抜き/排出を行ってください。

感電による負傷の危険。
	▶ システムまたは製品での作業に先立ち、電圧のスイッチを切り、
再度オンにならないようロックします。
	▶ 現行の電気製品に関する事故防止・安全規則を遵守してくだ
さい。

流体の漏れによる負傷の危険。
	▶ 現行の使用する動作流体に関する事故防止・安全規則に留意
します。

警告

不適切な設置による怪我の危険！
	▶ 設置は訓練を受けた専門技術者が適切な工具を使用してのみ
行うことができます！
	▶ システムが意図せず作動しないよう保護してください。
	▶ 設置後に再始動を制御してください。

日本語
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製品の設置手順：
1.	 機械関連の設置。7.4の章を参照してください。
2.	 流体システムの取付。7.5の章を参照してください。
3.	 電気的設置。7.6の章を参照してください。
4.	 必要に応じてEthernetアドレスを設定します。7.7の章を参照して
ください。

7.2	 その他の書類
	• ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」の製品固有のヘルプ（対
応する取扱説明書を参照）
	• タイプ8741のデバイス記述ファイルとオブジェクト記述
（country.burkert.comからダウンロード）
	• タイプ8741のATEX補足説明書（country.burkert.comからダウン
ロード）
	• ご要望に応じてLabVIEW用のbüSドライバー。

7.3	 設置前の推奨事項
	→ 製品を流体で設置する前に、システムのラインと流体を運ぶコン
ポーネントから不純物をすべて取り除いてください。

注記！

不純物による誤動作。
	▶ 動作流体が汚染されている場合やMFCを問題なく機能させるた
めには、製品の前にフィルター（メッシュサイズ≤ 25 µm）を取り
付けてください。6.5 流体データの章を参照してください。

7.4	 機械関連の設置
振動は、MFCの比例バルブに望ましくない影響を及ぼし
ます。
	▶ 強い振動は避けてください。

	→ 較正プレートまたは較正プロトコルで指定された設置位置に注
意してください。

7.5	 流体システムの取付
危険

システム/製品における高い圧力による怪我の危険！
	▶ システムまたは製品での作業に先立ち、圧力を抜き、配管のエ
ア抜き/排出を行ってください。

警告

漏れによる危険！
低流量で高圧の場合、誤った投与や動作流体の漏れを防ぐため
に、システムの密度に特別な注意を払う必要があります。
確実なシールのために
	▶ パイプ接続部（クランプリング接続など）に張力をかけないよう
に取り付けます。
	▶ 絶対的密度のためにクランプリング接続を使用してください。
	▶ 製品に適した直径と滑らかな表面を持つラインのみを使用して
ください。

日本語
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プロセスへの接続のために、製品にはDIN ISO 228/1に準拠したスレ
ッド付きのプロセス接続プレートが装備されています。
	→ 製品の納入品目にパイプ接続部が含まれていない場合は、製品
接続に応じてパイプ接続部を選択してください。クランプリング
接続はアクセサリとして使用できます（表 9を参照）。

DIN ISO 228/1に準
拠したネジによる製
品接続

ライン径

注文番号

ステンレス鋼製
のクランプリング

接続
シール（1個）

G 1/4 6 mm 901 538
901 575

G 1/4 8 mm 901 540
G 1/4 1/4" 901 551

901 579
G 1/4 3/8" 901 553
表 9：	 ステンレス鋼のクランプリング接続とシールリング

この手順では、Bürkertで入手可能なクランプリング接続に
ついて説明されています。

手順：
流入距離は必要ありません。
パイプへの接続は、製品の片側について説明されています。製品の
反対側も同じ手順です。この手順は、Bürkertから入手可能なクラン
プリング接続に適用されます。

	→ パイプを直角に切り［1］、バリを取り除きます［2］。

1 2

挿図 13：	 ラインをカットしてバリを取り除く
	→ 接続開口部を閉じている保護キャップを取り外します。
	→ ユニオンナット［A］とクランプリングを順にラインに押し込みま
す。

A

B
Cクランプリ

ング

挿図 14：	 ユニオンナットとクランプリングをラインに押し込む
	→ シールリング［C］を取り付け、接続ねじ［B］を製品にねじ込みます	
（締め付けトルク25～28 Nmまたは18.44〜20.65ポンドフィート）。
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C B

挿図 15：	 シールリングを取り付け、接続ねじをねじ込む

	→ ラインを押し込み、ユニオンナット［A］を手で締めます。

A

挿図 16：	 ラインを押し込み、ユニオンナットを締める

	→ ユニオンナットをオープンエンドレンチで締めて、接続部を
しっかりと締めます（締め付けトルク25～28 Nmまたは 18.44
〜20.65 lbf ft）。

挿図 17：	 ユニオンナットを締める

	→ 製品の反対側でも同じように流体接続を行ってください。

7.6	 電気的設置
危険

感電による負傷の危険。
	▶ システムまたは製品での作業に先立ち、電圧のスイッチを切り、
再度オンにならないようロックします。
	▶ 現行の電気製品に関する事故防止・安全規則を遵守してくださ
い。

注記！

製品が正しく機能するための前提条件！
	▶ 十分な電力のある電源を使用してください。
	▶ MFCでは、動作電圧の最大許容残留リップルに注意してください
（残留リップル <2%）。
	▶ Ethernetタイプの接続には、カテゴリーCAT-5e以上のシールド
付き産業用Ethernetケーブルのみを使用してください。
	▶ アナログ通信タイプの接続には、シールドケーブルのみを使用
してください。
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注記！

UL認可バージョンは、以下のいずれかの方法で供給される必要が
あります。
	▶ UL/IEC 61010-1に基づく「エネルギー制限付き電源回路」（LEC）
	▶ UL/IEC 60950に基づく「出力制限付き電源」（LPS）
	▶ UL認可済み過電流保護付きSELV/PELV、UL/IEC 61010-1に準拠
した設計、表18（例：ブロック PM-0124-020-0）
	▶ NECアダプタ（クラス 2）

7.6.1	 供給電圧と機能アースを接続する（Ethernetタイプ）

3ピン端子台 ピン 接続の割り当て

1 32

1 FE（機能アース）
2 DGND
3 +24 V

挿図 18：	 接続の割り当て、3ピン端子台

	→ 製品のフタを開けます。
	→ 挿図 18 のピン割り当てに従って導体を接続します。
	→ 製品を接地します（第7.6.5章を参照）。
	→ 導体を0.22～0.25 Nmまたは0.16～0.18ポンドフィートの締め付
けトルクで締め付けます。

7.6.2	 産業用Ethernetを接続する（Ethernetタイプのみ）

Ethernetタイプの場合、ケーブルシールドはソケットハウジ
ングを介して接続されます。

両方のRJ-45ソケットのピン割り当ては同じです。

RJ45 ピン 接続の割り当て

12345678

1 TX＋
2 TX-
3 RX＋
4 N.C：
5 N.C：
6 RX-
7 N.C：
8 N.C：
ハウジン
グ FE

挿図 19：	 ピン割り当て、RJ-45ソケット

	→ EtherCAT以外のプロトコルを使用する場合は、Ethernetケーブ
ルを2つのソケットのいずれかに接続してください。
	→ EtherCATプロトコルを使用する場合は、着信Ethernetケーブル
（PLCからのケーブル）をETH1とマークされたソケットに接続し、
発信EthernetケーブルをETH2とマークされたソケットに接続し
ます。
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7.6.3	 アナログ通信タイプをD-sub-DE-9プラグに接続する

D-sub-DE-9プラグを備えたアナログ通信タイプの場合、ケ
ーブルシールドはプラグハウジングを介して接続されます。

9ピンD-sub-DE-9プラグ ピン 接続の割り当て

1
2
3
4
5

6
7
8
9

1 デジタル入力 — 基準
電位GND 接点2

2 GND
3 +24 V DC：

4 リレー — 通常閉接点（
オープナー）

5 リレー — 基準接点
6 基準値入力 +
7 基準値入力 GND
8 実際値出力 +
9 実際値出力 GND
ハウジング FE

挿図 20：	 ピン割り当てD-sub-DE-9プラグ、アナログ通信タイプ

	→ D-sub-DE-9ケーブルソケットをプラグに取り付けます。
	→ ねじを締めます（締め付けトルク0.5～0.6 Nmまたは0.37〜0.44
ポンドフィート）。
	→ 製品を接地します（第7.6.5章を参照）。

7.6.4	 アナログタイプ、6ピン端子台で接続

製品が正しく機能するように、ケーブルシールドを固定して
ください。
	→ ケーブルシールドの1本の導体をM4ねじ（挿図 22、第
7.6.5章を参照）に直接またはケーブルラグを使用して接
続します。

6ピン端子台 ピン 接続の割り当て

1

2

3

4

5

6

V+

V-

AI+

AI-

AO+

AO-

1 +24 V DC：
2 GND
3 基準値アナログ通信入力 +
4 基準値アナログ通信入力 GND
5 実際値アナログ通信出力 +
6 実際値アナログ通信出力 GND

挿図 21：	 接続の割り当て、6ピン端子台、アナログタイプ

	→ 挿図 21 のピン割り当てに従って導体を接続します。
	→ ねじを締めます（締め付けトルク0.5～0.6 Nmまたは0.37〜0.44
ポンドフィート）。
	→ 製品を接地します（第7.6.5章を参照）。
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7.6.5	 機能アースを接続する
警告

静電気放電による火災や発火の危険！
製品からの静電気放電により、可燃性ガスの蒸気に引火するおそ
れがあります。
	▶ 静電気放電の発生を防ぐため、大きな 断面を持つ 短い ケーブ
ルでハウジングと機能アース（FE）を接続してください。

警告

機能アース（FE）が接続されていない場合、EMC法の条件は満たさ
れません。

	▶ 大きな 断面を持つ 短い ケーブルを使用して、ハウジングを機能
アース（FE）に接続します。

	→ 製品の接地：
	- M4ねじ（締め付けトルク1.8～2 Nmまたは1.33〜1.47ポンドフ
ィート）、
	- または、Ethernetタイプでは、3ピン端子台の接続端子1を使用
します（締め付けトルク 0.22〜0.25 Nmまたは0.16〜0.18ポン
ドフィート）。

M4ねじ

接続端子1（Ethernetタイプ）

挿図 22：	 機能アースFEの接続オプション

7.7	 産業用Ethernetアドレスの設定（Ethernetタイ
プのみ）

	→ フィールドバスアドレスの設定：
	- ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」を使用します。
	- または、製品が接続されているPLCのユーザーインターフェイ
スを使用します。

	→ アドレスが変更された場合、製品の誤動作を避けるために、供給
電圧の遮断と再接続により製品を再起動してください。
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8	 コミッショニング

8.1	 安全注意事項

警告

不適切な使用による怪我の危険！
不適切な操作は、怪我をしたり、製品やその周囲環境を破壊したり
するおそれがあります。
	▶ コミッショニングの前に、取扱説明書の内容についてオペレー
タが認識し、完全に理解していることを確認してください。
	▶ 安全注意事項と適切な使用を遵守してください。
	▶ 十分な研修を受けていないスタッフは設備/製品の使用を行う
ことが認められていません。

コミッショニングの手順：
1.	 動作流体でラインを加圧します。
2.	 較正圧力で動作流体でラインを洗い流し、完全にエア抜きし
ます。

3.	 製品の電源を入れてください。
4.	 Autotune機能を実行します。	
動作流体が較正流体に対応していない場合、または圧力条件が
変更された場合にのみ必要です（第9.4 制御パラメータの最適化
（MFC）章を参照）。

5.	 ノーマル動作モード。

9	 動作

9.1	 安全注意事項

警告

不適切な操作による危険！
不適切な操作は、怪我をしたり、製品やその周囲環境を破壊したり
するおそれがあります。
	▶ オペレータは取扱説明書の内容をよく知り、理解している必要
があります。
	▶ 安全注意事項と適切な使用を遵守してください。
	▶ 十分な研修を受けたスタッフのみ設備/製品の操作を行うこと
ができます。
	▶ ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」を使用してパラメータ
を変更できるのは、適切な訓練を受けた担当者のみです。

9.2	 フィールドバスアドレスの変更（Ethernetタイプ
のみ）

	→ 7.7 産業用Ethernetアドレスの設定（Ethernetタイプのみ）の章
を参照してください。
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9.3	 ノーマル管理モード（MFC）

9.3.1	 Ethernetタイプ
動作電圧の印加後、製品は短い初期化段階を経て、Auctomatic動作
状態に切り替わります。
	→ 管理モード（基準値源）を変更するには、第9.8章を参照してくだ
さい。
	→ 制御パラメータの変更には、ソフトウェア「Bürkertコミュニケー
ター」を使用します。

9.3.2	 アナログ通信タイプ
動作電圧の印加後、製品は短い初期化段階を経て、 Analog set-point 
value 動作状態に切り替わります。
基準値w（挿図 5第5.8章）は、基準値アナログ通信入力を介して送信
されます。
流量実際値は、表 10で指定された範囲に応じて、アナログ通信出力
を介して送信されます。

アナログ出
力範囲

最小値　入力範囲と出
力範囲

最大値　入力範囲と出
力範囲

4～20 mA 4 mA、w = 0%
20 mA、w = 100%

0～20 mA 0 mA、w = 0%
0～5 V

0 V、w = 0%
5 V、w = 100%

0～10 V 10 V、w = 100%

表 10：	 アナログ通信入力範囲とアナログ通信出力範囲

	→ 管理モード（基準値源）を変更するには、第9.8章を参照してくだ
さい。
	→ 制御パラメータの変更には、ソフトウェア「Bürkertコミュニケー
ター」を使用します。

9.4	 制御パラメータの最適化（MFC）
製品は、工場で較正流体を使用して特定の圧力条件で較正されてい
ます（較正プロトコル参照）。動作条件が変化した場合は、Autotune
機能を実行する必要があります。Autotune機能は、新しい動作条件
に合わせて製品を最適化します。
Autotuneが実行されている場合：
	• MFCへの電力供給を中断しないでください。
	• 供給圧力を一定に保ちます。

警告

ガスの流れによる危険！
Autotune機能が実行されている場合、ガス流量は定格流量よりも
高くなる可能性があります。
	▶ Autotune機能を実行する前に、ガス流量が増加しても危険が発
生しないことを確認してください。

	→ Autotune機能を作動させる：
	- フィールドバス（Ethernetタイプ）を介して、
	- またはデジタル入力（アナログ通信タイプ）を介して、
	- またはソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」を使用します。
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Autotune機能が実行され、LEDの色が変わります（第11.1 製品状
態の表示章を参照）。

 MFCの流量制御が停止します。

 機能が終了すると、製品は以前の運転モードに戻ります。

 機能が正常に実行された後、最適化された制御パラメータが製品
の読み取り専用メモリに転送されます。

9.5	 デジタル入力（D-sub-DE-9デバイスソケットを
備えたアナログ通信タイプ）

デジタル入力は3つの切り替えレベルが可能で、さまざまな機能をリ
モートでトリガーすることができます。とりわけ、以下の機能などが使
用可能です。
	• （MFCのみ）Autotune機能（初期設定）の開始、
	• アクティブなガスカウンターのリセット、
	• 3種類のガスから活性ガスを選択、
	• （MFCのみ）アクチュエータのリモートコントロール、または製品
によるコントローラのトリガー。
機能に応じて、表 11で指定した切り替えレベルを使用してください。
	→ ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」を使用して、デジタル入
力を介してリモートでトリガーされる機能を選択します。使用可
能な機能の1つだけをデジタル入力に割り当てることができます。

機能
対応する切り替えレベル

レベル 1 レベル 2 レベル 3

Autotuneの開始
（初期設定）

有効にすると、
機能がトリガー
されます

不使用 不使用

トーラライザー
のリセット

有効にすると、
機能がトリガー
されます

不使用 不使用

ガスの選択
有効にすると、
ガス番号2に切
り替えられます

有効にすると、
ガス番号1に
切り替えられ
ます

有効にすると、
ガス番号3に
切り替えられ
ます

アクチュエータ
のコントローラ

有効にすると、
アクチュエー
タの閉動作が
トリガーされ
ます

有効にすると、
製品はノーマ
ル管理モード
になります

有効にすると、
アクチュエー
タの開動作が
トリガーされ
ます

表 11：	  機能に応じた切り替えレベル

	→ 機能をトリガーするには、デジタル入力を表 12で指定された電
位に接続します。

レベル 機能をトリガーするためにデジタル入力に印加す
る電位

レベル 1 GNDへの短絡（プラグ2）
レベル 2 1～4 V DC（代替：接続なし）
レベル 3 5～28 V DC

表 12：	 スイッチレベルに割り当てられた電圧値
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9.6	 リレー出力（D-sub-DE-9デバイスソケットを備
えたアナログ通信タイプ）

リレーを切り替えると、以下のいずれかが表示されます。
	• （MFCのみ）基準値に到達できません（初期設定）。
	• （MFCのみ）製品はAutotuneを実行します。
	• （MFCのみ）基準値源 が変更されました。
	• 警告メッセージがトリガーされました（過電圧など）。
	• エラーメッセージがトリガーされました（センサーの故障など）。
	→ ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」を使用して設定を変更
します。

9.7	 ゼロ点シャットオフ（MFC）
バルブの密閉機能を保証するために、ゼロ点シャットオフが内蔵され
ています。以下の条件が同時に発生した場合に有効になります
1.	 基準値<公称流量Q公称の2%未満（測定範囲1：50）
2.	 実際値<公称流量Q公称の2%未満（測定範囲1:50）

ゼロ点スイッチオフが有効な場合、PWM信号は0%に設定
され、バルブは完全に閉じられます。

9.8	 Set-point value source data（MFC）
プロセス基準値は、さまざまなソースから設定できます。どのソースが
常にアクティブかを選択することができます。基準値のソースは、操作
中に変更できます。ソースは、 Set-point value source パラメータを
使用して変更されます。
	• ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」を介して、
	• または、Ethernetタイプの場合は、製品のEDSオブジェクトを変更
します。

Set-point value source設定は、製品を再起動しても保持さ
れます。ただし、製品が Analyze system機能を実行してい
る場合を除きます。

Set-point value source では、以下の設定が可能です。
	• Automatic：（Ethernetタイプのみ）基準値はフィールドバスを介し
て指定されます。異なるフィールドバスパティシパントが同時に製
品に基準値を与えた場合、常に最新の値が制御に使用されます。

	• Analog set-point value：（アナログ通信タイプのみ）基準値はア
ナログ通信入力を介して指定されます。

	• 手動基準値：テスト目的で基準値を手動で指定したり、テスト中に
基準値が他のフィールドバスパティシパントで上書きされないよう
にする設定です。

	• Stored set-point value：固定基準値を指定する場合。固定された
基準値は、製品を再起動しても保持されます。

	• 管理モード： 比例バルブのデューティサイクルを直接指定する場
合。この機能がアクティブになると、現在のデューティサイクルが使
用されます。製品を再起動すると、デューティサイクルはゼロに設
定されます。
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	• システム分析：製品は動作モードAutomaticの通常の条件で動作し
ますが、基準値を使用してあらかじめ定義された時系列に従って作
動します。結果として得られるダイアグラムを、プロセス値のグラフィ
カルな表現と組み合わせて使用して、ソフトウェア「Bürkertコミュニ
ケーター」でシステムを分析します。

9.9	 ユーザー定義の較正
納品状態では、製品はメーカーによって較正されています。
ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」で最大32の較正ポイントの
較正プロセスを定義できます。

ユーザー定義の較正の手順は、ソフトウェア「Bürkertコミュ
ニケーター」の製品固有のヘルプに記載されています（対応
する取扱説明書を参照）。

9.10	 フラッシュモード機能（MFC、Ethernetタイプ
のみ）

注記！

内蔵型バルブが全開になると、製品内部の温度が上昇します。製品
内部の温度が上昇すると、製品が破損する恐れがあります。
	• バルブを10分以上完全に開いたままにしないでください。

バルブは以下のように完全に開くことができます。
	→ 非循環コマンドを製品に送信するか、
	→ または、公称流量の2倍程度の循環コマンドを送信します。

9.11	 通信なしでのセットポイント（基準値）の設定
（MFC、Ethernetタイプのみ）

この機能を使用すると、外部の基準値発生器（PLCなど）との通信が
遮断されても、MFCの基準値を指定することができます。この機能が
アクティブな場合、基準値は一定に保たれます。

この機能を使用することで、通信が途絶えても流体が流れ続
けることができます。
	▶ この機能を使用するときは、プロセスが安全であることを
確認してください。

	→ この機能の使用手順は、ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」
タイプ8920の製品固有のヘルプ（対応する取扱説明書を参照）
またはEDSファイルの文書（country.burkert.comからダウンロー
ド）に記載されています。
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10	 メンテナンス
製品は、ひどく汚染された動作流体を使用せず、この取扱説明書の情
報に従って使用する場合は、メンテナンスフリーです。

10.1	 ひどく汚染された動作流体を使用する際のメン
テナンス

危険

システム/製品における高い圧力による怪我の危険！
	▶ システムまたは製品での作業に先立ち、圧力を抜き、配管のエ
ア抜き/排出を行ってください。

感電による負傷の危険。
	▶ システムまたは製品での作業に先立ち、電圧のスイッチを切り、
再度オンにならないようロックします。
	▶ 現行の電気製品に関する事故防止・安全規則を遵守してくださ
い。

警告

不適切なメンテナンス作業による負傷の危険！
	▶ メンテナンスは必ず適切な工具を使用し、訓練を受けた専門技
術者が実施してください！
	▶ システムが意図せず作動しないよう保護してください。
	▶ メンテナンス後、再始動が制御されていることを確認してくだ
さい。

警告

ハウジングを開ける際の誤動作や製品の故障による怪我の危険！
製品内部には、流量を調整したり、流量を測定したりするための繊
細な部品があります。
	▶ 製品のハウジングを開けないでください。
	▶ この説明書に記載されているクリーニングおよびメンテナンス
作業のみを製品に対して実行できます。
	▶ それ以上の介入と較正は、メーカーのみが実行できます。

ひどく汚染された動作流体を使用する場合：
	→ ステンレス鋼製のふるいの汚染を定期的にチェックしてください
［5］（挿図 23を参照）。
	→ 必要に応じて、以下の説明に従ってステンレス鋼製のふるいを清
掃または交換します。

スペアパーツについては、第12.3 スペアパーツ章を参照し
てください。
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10.1.1	 ステンレス鋼製のふるいを清掃する

1

2

3
4

品目 説明
1 ねじ
2 インレットフランジプレ

ート
3 Oリング
4 ステンレス鋼製のふるい

挿図 23：	 ステンレス鋼製のふるいを清掃する

	→ 流体インテークを上にして製品を直立させます。
	→ 2本のねじ ［1］を緩めて、インレットフランジプレート［2］を分解
します（挿図 23を参照）。
	→ ピンセットでOリング［3］とステンレス鋼製のふるい［4］を取り外
します。
	→ ステンレス鋼製のふるい ［4］を清掃します。	

水道水で洗わないでください！	
クリーニングには、アセトン、イソプロパノール、または圧縮

空気を使用してください。

	→ クリーニング後、ステンレス鋼製のふるいを乾燥させます。
	→ 部品を正しい順序で取り付けます（挿図 23を参照）。	

ステンレス鋼製のふるい［4］の細かい面は、インレットフラ
ンジプレート［2］の方を向いている必要があります。	

インレットフランジプレートを締める前に、ステンレス鋼製のふ
るいとOリングが平らで傾いていないことを確認してください。
	→ インレットフランジプレート［2］を元通りにねじ込みます。

10.2	 工場でのクリーニングと再較正
運転中にセンサーが汚れたり破損したりすると、質量流量の信号が実
際の質量流量に対応しなくなる場合があります。
この場合、センサーの交換とメーカーによる再較正が必要となります。
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10.3	 コンフィギュレーションメモリの交換
	→ コンフィギュレーションメモリを製品から取り外すには、ピンセッ
トで製品に軽く押し込み、止まるまで押して離します。コンフィギ
ュレーションメモリが出てきます。
	→ コンフィギュレーションメモリが挿入される方向に注意してくだ
さい（挿図 24を参照）。

         

挿図 24：	 コンフィギュレーションメモリの挿入方向

	→ コンフィギュレーションメモリを製品に挿入するには、コンフィ
ギュレーションメモリを奥まで押し込みます（ロック音がします）
。コンフィギュレーションメモリが再び出てきた場合は、ロックに
失敗しています。
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製品の状態/トラブルシューティング
タイプ8741 Ethernet/アナログ通信 

11	 製品の状態/トラブルシューティング

11.1	 製品状態の表示
製品の状態を表示するために、製品にはNAMUR NE 107に従ってカラーとステータスを変更するLEDがあります。
複数の製品の状態が同時に存在する場合は、最も優先度の高い製品の状態が表示されます。

NE 107に基づ
く表示

説明 処置

色なし 製品には電圧が供給されていません。 製品の電源を入れてください。

フラッシュ（すべ
ての色に適用）

製品は、ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」を使用して選択され
ました。

製品は10秒後に自動的に前の状態に戻ります。

緑 製品には電圧が供給されています。 製品は、AutomaticまたはStored set-point valueの動作状態にあり
ます（第9.8章を参照）。

赤 センサーの故障。

メンテナンスが必要です—メーカーにご連絡ください。欠陥のあるメモリ。

欠陥のある製品。

Autotuneが正しくありません。Autotuneがキャンセルされました。 Autotuneを再度実行してください。

供給電圧が誤差限界を超えている場合、製品の破壊を排除すること
はできません。

製品を仕様の範囲内で操作してください。

（Ethernetタイプのみ）PLC と正しく接続されていません 配線を点検します。
PLCのステータスを確認します。
EtherCATプロトコルを使用する場合は、入力側ケーブル（PLCから）
をETH1ポートに、出力側ケーブルをETH2ポートに接続します。

オレンジ Autotuneが実行されています —

較正が実行されています —
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NE 107に基づ
く表示

説明 処置

オレンジ 制御回路が無効になり、バルブの基準位置を直接指定。 —

（Ethernetタイプのみ）PROFINET：SPSはストップモードです

手動基準値または基準値源としての管理モード —

機能 システム分析 アクティブ —

黄 流体温度、製品温度、供給電圧が仕様外の場合、センサーまたは製品
の破壊を排除することはできません。

製品を仕様の範囲内で操作してください。

比例バルブの基準位置が（ほぼ）100%に達しました。基準値に到達
できません。

動作圧力を上げます（最大許容供給圧力に注意してください）。
パイプの抵抗を確認し、必要に応じて減らしてください。
システムの寸法を確認してください。
ラインに取り付けられているフィルターを確認し、必要に応じて清掃
します。

（Ethernetタイプのみ） Ethernetプロトコルは変更されています。 プロトコルの切り替えが完了するまで待ちます。これには最大1分か
かる場合があります。

青 メモリエラー。
較正曲線にエラーが発生しました。

装置のメンテナンスが必要です—	
メーカーにご連絡ください。

表 13：	 製品の状態と対策に応じたLEDカラー
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11.2	 トラブルシューティング

問題 考えられる原因 処置
Namur-LED が定期的に
消灯する

電力供給が定期的に故障します—そのたびに製品が毎回リセッ
トを実行します。

十分な電力のある電源を使用してください。

接続ケーブルの電圧降下が大きすぎる。 ケーブルの断面積を増やします。
ケーブルの長さを短くしてください。

交換製品では、欠陥製品
からコンフィギュレーシ
ョンメモリの値を引き継
ぐことはありません

交換製品と欠陥製品のID番号が異なります。 同じID番号を持つ製品間でのみ値を転送できます。
コンフィギュレーションメモリに欠陥があります—製品はコンフ
ィギュレーションメモリに値を書き込むことができませんでした。

コンフィギュレーションメモリを交換し（アクセサリを参照）、欠陥
製品のパラメータをメモリに転送する作業を再度行ってください
（第10.3章を参照）。

交換製品では、欠陥製
品からコンフィギュレー
ションメモリのすべての
値を引き継ぐことはあり
ません

交換製品と欠陥製品の製品説明が異なります。 欠陥のある製品から交換品へは、既存の値のみを引き継ぐこと
ができます。交換製品の新しい値は、ソフトウェア「Bürkertコミュ
ニケーター」を使用してパラメータ化する必要があります。

質量流量がありません 基準値がゼロ点シャットオフの制限を下回っています。 定格フローの2%よりも大きくなるまで基準値を高くします。
製品は、ノーマル管理モードではありません。9.3の章を参照して
ください。

第9.8章で説明されている機能が、製品で実行されているかどう
かを確認してください。

ラインが大きすぎるか、まだ完全にエア抜きされていません。 ラインをエア抜きします。
ライン径を変更します。

測定値が不安定 機能アース（FE）が正しく接続されていません。 可能な限り短いケーブル（断面が2.5 mm²以上）で機能アースを
接続します。

コントローラは、（たとえば、ポンプなどによって引き起こされる）
不安定な圧力供給の不規則性を補正する必要があります。

製品の上流側に適切な圧力調整器を取り付けます。
圧力変動を和らげるために圧力補償容器を設置してください。

供給電圧の残留リップルが高すぎます。 適切な供給電圧を使用してください（テクニカルデータを参照）。
基準値は0%ですが、動
作流体はまだ流れてい
ます。

動作圧力は、比例バルブによってしっかりと保持されている圧力
を上回っています。

動作圧力を下げてください。
欠陥を修正するために製品をメーカーに返送してください。
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問題 考えられる原因 処置
基準値0%、バルブ閉、量
流量なしでゼロ以外の
質量流量が測定される

製品の設置位置が正しくありません。 較正プレートまたは較正プロトコルで指定された設置位置に
製品を取り付け、Autotune機能を実行して動作条件に適合さ
せます。

較正時のものとは異なる動作流体が使用されます。 意図した動作流体を使用するか、製品をメーカーに送って新し
い動作流体用に再較正を行ってもらいます。

基準値に達していない メッシュフィルターが目詰まりしています。 メッシュフィルターを清掃または交換してください。

予圧が低すぎます。 予圧を較正圧力のレベルまで上げます。

背圧が高すぎます。 製品背面の流体接続ラインが汚れていないか確認し、必要に応
じて清掃してください。

表 14：	 トラブルシューティング
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12	 アクセサリ/スペアパーツ
注意

不適切な部品による怪我の危険と物的損害！
誤ったアクセサリと不適切なスペアパーツは、怪我や製品と周囲の
損傷の原因となることがあります。
	▶ Bürkertのオリジナルアクセサリとオリジナルスペアパーツのみ
使用してください。

12.1	 電気アクセサリ

品目 注文番号
büSスティックセット（アダプタを含む） 772 426
büSスティックセット（アダプタなし） 772 551
コンフィギュレーションメモリ 要望に応じて
表 15：	 電気アクセサリ（その他アクセサリについては、製品のデータシー

トを参照してください）

12.2	 クランプリング接続
以下のクランプリング接続は、Bürkertの製品で利用できます。
クランプリングまたは切削リング接続は、多くの用途に適しています
が、代替のねじ接続も使用可能です。

DIN ISO 228/1に準
拠したネジによる製
品接続

ライン径

注文番号

ステンレス鋼製
のクランプリング

接続
シール（1個）

G 1/4 6 mm 901 538
901 575

G 1/4 8 mm 901 540
G 1/4 1/4" 901 551

901 579
G 1/4 3/8" 901 553
表 16：	 ステンレス鋼のクランプリング接続とシールリング

シールリングは、各ねじ込み式接続ごとに別途注文する必
要があります。

12.3	 スペアパーツ

品目 注文番号
ステンレス鋼製のふるい、メッシュサイズ25 μm 
（流量測定範囲0.01～ 80 Nl/minのMFC用） 676 329

ステンレス鋼製のふるい、メッシュサイズ
250 μm （流量測定範囲80～160 Nl/minのMFC
用）

689 851

表 17：	 スペアパーツ
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13	 運転停止

13.1	 安全注意事項

危険

システム/製品における高い圧力による怪我の危険！
	▶ システムまたは製品での作業に先立ち、圧力を抜き、配管のエ
ア抜き/排出を行ってください。

感電による負傷の危険。
	▶ システムまたは製品での作業に先立ち、電圧のスイッチを切り、
再度オンにならないようロックします。
	▶ 現行の電気製品に関する事故防止・安全規則を遵守してくだ
さい。

警告

不適切な取外しによる怪我の危険！
	▶ 取外しは有資格者が適切なツールを使用してのみ行うことがで
きます！

危険な流体による怪我のリスク。
	▶ ラインまたはバルブを緩める前に、危険な流体を洗い流し、ライ
ンを減圧して排水します。
	▶ 現行の使用する動作流体に関する事故防止・安全規則に留意
します。

13.2	 製品の取外し
	→ システム内の動作流体の圧力を低減します。
	→ 製品を中性流体（窒素など）で洗い流します。
	→ システム内の洗浄流体の圧力を低減します。
	→ 電圧をオフにします。
	→ 電気配線を取り外します。
	→ 流体接続を切断します。
	→ 製品を取り外します。
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14	 輸送
注記！

輸送中の損害！
製品の保護が不十分な場合、輸送に損傷が生じることがあります。
	• ケーブル、接続部、個別のフィルター、取り付け材料を取り外します。
	• 汚染された製品を洗浄し、排気します。
	• 流体接続部を保護キャップで閉じて、損傷から保護し、密度を確
保します。
	• 輸送中の汚染を避けるために、製品を2つの適切なクイックリリ
ースバッグに詰めてください。
	• 製品は、湿気や汚れから保護された状態で、耐衝撃性の梱包材を
使用して輸送してください。
	• 許容保管温度外にならないようにしてください。

15	 保管、廃棄処分
注記！

誤った保管は製品の損傷の原因となることがあります。
	• 保護キャップで流体接続部を閉じます。
	• 密封されたジップロックバッグに、製品を乾いた状態でほこりが
かぶらないように保管してください。
	• 保管温度：-10 °C～+70 °C。

流体汚染された部品による環境への被害。
	• 環境に配慮した方法で製品と梱包材を廃棄処分してください！
	• 該当する廃棄規則および環境規制を遵守してください。
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16	 製品の返品
有効な汚染申告がない限り、製品の作業や検査は行われま
せん。
ID番号806 075の汚染申告書は、当社のウェブサイトからダ
ウンロードするか、Bürkert営業所に請求してください。
country.buerkert.com  サービス&サポート  サービス/
メンテナンス/コミッショニング 汚染申告書	
すでに使用されている製品を返品するには、返品番号が必
要です。

すでに使用された製品をBürkertに返品する場合は、以下の手順で
行います。
	→ 汚染申告書を記入してください。
	→ フォームに記載された宛先に申告書を送付してくださ
い。Bürkertはその後、ファックスまたは郵送で返品番号を発行し
ます。
	→ 第14章に記載されている通りに製品を梱包します。
	→ 返品番号と汚染申告書を添えて、製品をBürkertに送付してくだ
さい。

	 �宛先：
	 �ビュルケルトジャパン株式会社	
〒112-0005 東京都文京区	

水道1-12-15	
白鳥橋三笠ビル	
電話： 03-5804-5020	
Fax： 03-5804-5021	
info.jpn@burkert.com	
www.burkert.jp
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